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【Windows11 24H2】共有フォルダにアクセスできない場合の対応 

 

弊社のQCPRO V8 をご利用のお客様で、Windows 11の PCをWindows Update後にバージョン 

が「24H2」以降に更新された際、「QCPROの検査成績表が表示できなくなった」というお問い合わせを 

いただいております。 

これはWindows11 の 24H2以降、セキュリティ向上のため、ユーザー名・パスワードを必要しないゲスト 

ユーザーからの共有フォルダのアクセスをブロックするように仕様変更されたことが原因であり、 

QCPROでも共有フォルダのファイルを参照して検査成績表を作成している場合に発生することがあります。 

 

 

 

■対応方法 

これまでQCPROクライアントが共有フォルダにゲストユーザーとしてアクセスするようセットアップしてご使用

いただいていたところを、「ユーザーアカウント」と「パスワード」を設定するように変更します。 

 

次頁以降に設定手順を記載します。 

Ⅰ．Windows Server PCに共有フォルダがある場合 

→ 本書【サーバー編】の２～3頁（1-1項）、6～7頁（2項） と【クライアント編】９～11頁を参照ください。 

Ⅱ．QCPROクライアント以外のWindows PCに共有フォルダがある場合 

・Windows 10/11 の PC を親機とし、その PCに共有フォルダがある場合 

・QCPROを 1台(単独)の PCで利用し、他のWindows PCの共有フォルダを参照している場合 

→本書【サーバー編】の 4～5頁（1-2項）、6～7頁（2項） と【クライアント編】９～11頁を参照ください。 

 

 

  

下記のお客様につきましては、本設定は必要ありません。 

① QCPROを１台(単独)で利用され、他の PCの共有フォルダを参照していない。 

② Windows11 24H2をアップデートした環境で既に利用をしている。（24H2対策済） 
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【サーバー編】 

１．Windowsのアカウントに「qcpro」を追加します。 

１－１．Windows Server PCに共有フォルダがある場合 

① Windows Serverに「Administrator」でログインします。 

② サーバーマネージャを起動し、メニューバーの[ツール] ＞[コンピューターの管理]を 

選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ [コンピューターの管理]画面が開いたら、画面左ペインから 

[システムツール] ＞[ローカルユーザーとグループ] ＞[ユーザー]を選択します。 

 

④ メニューバーの[操作] ＞[新しいユーザー]を選択します。 
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⑤  ユーザー名に qcpro、 

パスワードに qcproV8 を入力します。 

（’qcpro’部分は小文字、’V’が大文字、末尾が数字の’8’） 

「ユーザーは次回ログオン時にパスワードの変更が必要」のチェックを外し、 

「パスワードを無期限にする」にチェックを付けます。 

 

⑥ [作成]ボタンを押します。その後に「新しいユーザー」画面がまだ表示されていたら、[閉じる]

ボタンを押して閉じます。 

 

⑦  [コンピューターの管理]画面に qcpro のアカウントが表示されていることを確認します。 
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１－２. QCPROクライアント以外の Windows PCに共有フォルダがある場合 

① 共有フォルダの PCに管理者のアカウントでログインします。 

② スタートメニューから[設定]    をクリックして、設定画面を開きます。 

③ [アカウント] >[家族とその他のユーザー]を選択します。 

 

④  [他のユーザー] の [その他のユーザーをこの PCに追加]を選択します。 

⑤ 「このユーザーはどのようにサインイン 

しますか？」という画面が表示されたら、 

[このユーザーのサインイン情報がありません] 

をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥ 「アカウントの作成」画面から、 

[Microsoft アカウントを持たないユーザーを 

追加する]を選択します。 
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⑦ ユーザー名に qcpro、パスワードに qcproV8 を入力します。 

 

 

⑧ パスワードを入力すると、「パスワードを忘れた場合」の質問と答えの入力欄が表示されます。 

３つの質問と答えを入力します。 

 
 

⑨ [次へ]ボタンを押すと、ユーザー「qcpro」が追加されます。 
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２．共有フォルダにユーザー「qcpro」のアクセス権限を追加します。 

① エクスプローラーを開き、QCPRO用の共有フォルダのあるドライブを表示します。 

② QCPROフォルダを右クリックして、プロパティを選択します。 

 

③ QCPROのプロパティの[セキュリティ]タブの中の[編集]ボタンを押すと、アクセス許可画面が 

開きます。 
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④  [追加]ボタンを押すと「ユーザーまたはグループの選択」画面が開きます。 

[選択するオブジェクト名を入力…]の欄に qcpro と入力し、[名前の確認]ボタンを押します。 

 

⑤ 「コンピュータ名\ユーザー名」の形式で表示されるので、[OK]ボタンを押します。 

 

⑥ アクセス許可の「フルコントロール」-「許可」にチェックを付けて[OK]ボタンを押します。 
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【ご参考】ファイルサーバーの共有フォルダを参照している場合 

 

QCPROのフォルダ設定（検査成績表、図面 等）にファイルサーバーのフォルダを指定している時で、 

それらのフォルダが参照できない場合は、ファイルサーバーの管理者に以下の対応をご相談ください。 

 

[ファイルサーバーのユーザーがクライアント向けに既に用意されている場合] 

ユーザーにフォルダへの読み取り／書き込みの権限を設定してください。 

 

[ファイルサーバーのユーザーがクライアント向けに用意されていない場合] 

読み取り／書き込みの権限を持つユーザーを作成してください。 

ユーザー名： qcpro パスワード：qcproV8 
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【クライアント編】 

※クライアント PCの Windowsに管理者権限のユーザーでログインして行ってください。 

１． QCPROサーバ／親機PCに割り振られた IPアドレスをエクスプローラーのアドレスバーに入力して、 

Enterを押して、少し待ちます。 

２． 「ネットワーク資格情報の入力」 の画面が表示されます。 

 

３．ユーザ名に qcpro、パスワードに qcproV8 を入力し、  

「資格情報を記憶する」にチェックを入れて、[OK]ボタンを押します。 

 

４．エクスプローラーに QCPROサーバ／親機 PCの共有フォルダが表示されたら設定完了です。 
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【ご参考】 

９頁の手順２で 「ネットワーク資格情報の入力」画面が表示されない場合や、手順 4で共通フォルダが 

表示されない場合は、以下の手順を実施してから９頁の手順１からやり直してください。 

 

① コントロールパネルを開きます。 

[スタートメニュー] ＞[Windowsシステムツール] ＞[コントロールパネル] 

② 表示方法を[大きいアイコン]に設定し、[資格情報マネージャー] を選択します。 

 

③ [資格情報の管理]で [Windows資格情報] を選択します。 
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④ [Windows資格情報] のリストから、QCPROサーバに割り振られた IPアドレスを探し、 

その右端にある下向き矢印のアイコン    を押します。 

（例： 192.168.0.18 がQCPROサーバ／親機 PCの場合） 

 

 

⑤ 展開された情報の下に表示される [削除] を押します。 

※この時、選んだ IPアドレスが正しいか十分にご確認ください。 

 

 

⑥ 「このWindows資格情報を完全に削除しましか？」という確認メッセージが表示されたら、 

[はい(Y)]を選択します。 

 

⑦ [Windows資格情報] のリストから削除されていることを確認します。 
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